
完成 

3月31日現在 （ ）内は前同比、男23,833(-146）女26,638(-78）計50,471 (-224）世帯17,714(-72) 

地域の住民の願いが叶う 

水野尾コミユニティー消防センタ 
持子沢コミユニティー消防センタ 

毒 15 No.90 1 人目と世帯 

「水野尾での落成式より。盃を酌み交し、 

喜びを分かち合う地域の方々。どのように 

活用するかで話しに花が咲いていました」 
水野尾コミュニティー消防センター 

,”，コ三ニニティ●訪センター 

、 
水
野
尾
・
持
子
沢
両
集
会
所
の
老
朽
化
、
地
域
の
住
民
か
ら

の
厚
い
要
望
に
応
え
た
水
野
尾

・
持
子
沢
両
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
 

消
防
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
四
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
 

両
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
広
げ
る
場
と
し
て
、
ま
た
防
災
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

四
月
五
日
に
行
わ
れ
た
水
野
尾
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
消
防
セ
ン

タ
ー
落
成
式
で
は
、
成
田
市
長
か
ら
「
皆
様
の
努
力
と
熱
意
が

セ
ン
タ
ー
完
成
と
い
う
実
を
結
び
ま
し
た
。
衆
議
の
場
と
し
て

地
域
み
ん
な
の
信
頼
が
増
幅
し
て
い
く
、
そ
ん
な
場
と
し
て
く

だ
さ
い
」
と
挨
拶
を
述
べ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
持
子
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
消
防
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式

は
四
月
十
九
日
、
同
所
に
て
催
さ
れ
ま
す
。
 

発行五所川原市役所／編集総務課 〒037-8686 五所川原市字岩木町12番地 か代)35-21 11番 



 

漆
川
 加
藤

粕
雄

さ
ん
 

  

虫
お
く
り
の
継
承
に
尽
力
 

 

藻
川

外
崎
武
夫

さ
ん
 
津
軽
民
謡
の
普
及
に
貢
献
 

平
成
九
年度
 
残
競
川
綴
務
伝
統
文
化
功
労
賞
 （外崎武夫さん） （加藤粕雄さん） 

三
月
二
十
五
日
、
平
成
九
年
度
五

所
川
原
市
伝
統
文
化
功
労
賞
の
表
彰

式
が
市
伝
統
文
化
市
民
懇
談
会
委
員
 

（
豊島
勝
蔵
会
長
）
及
び
関
係
者
が
 

‘出
席
し
市
長
公
室
で
行
わ
れ
、
成
田

市
長
が
虫
お
く
り
の
継
承
に
尽
力
し

た
加
藤
粕
雄
さ
ん
、
津
軽
民
謡
の
普

及
に
貢
献
し
た
外
崎
武
夫
さ
ん
の
一
一

人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
長
年
の
努
力

と
功
績
を
称
え
ま
し
た
。
 

受
賞
者
を
代
表
し
て
加
藤
さ
ん
は
 

「今
回
の
表
彰
を
励
み
と
し
そ
れ
ぞ

れ
の
道
で
伝
統
文
化
の
発
展
、
振
興

に
努
め
ま
す
」
 
と
お礼
を
述
べ
ま
し

た
 同

功
労
賞
は
、
五
所
川
原
市
に
古

く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
文
化
を
正
し
く

保
存
し
、
そ
の
発
展
、
伝
承
な
ど
、
 

伝
統
文
化
の
振
興
に
著
し
く
貢
献
の

あ
っ
た
個
人
又
は
団
体
に
対
し
そ
の

功
績
を
称
え
表
彰
す
る
も
の
で
こ
れ

ま
で
四
団
体
七
個
人
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
今
回
の
受
賞
者
の
経
歴
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

加
藤
粕
雄
さ
ん

⑩
 

漆
川
字
浅
井
九
六
ー
一
 

早
く
か
ら
 
「虫
お
く
り
」
 
の
虫
を

作
り
続
け
、
特
に
夏
ま
つ
り
に
虫
お

く
り
を
取
り
入
れ
た
昭
和
三
十
九
年

か
ら
は
毎
年
運
行
に
参
画
し
、
ま
た

作
っ
た
虫
を
火
ま
つ
り
に
供
し
続
け

る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
じ
て
定
期

的
に
虫
お
く
り
の
唯
子
を
若
い
世
代

に
伝
え
る
な
ど
、一je
地
の
伝
統
文
化

で
あ
る
虫
お
く
り
行
事
の
継
承
、
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
ほ
か
、
 

獅
子
舞
、
五
所
川
原
甚
句
、
津
軽
三

味
線
の
保
存
、
発
展
に
も
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。
 

外
崎
武
夫
さ
ん
囲
 

藻
川
字
蟹
測
一
八
ー
一
 

長
年
に
わ
た
り
各
地
の
演
芸
大
会
、
 

芸
能
大
会
な
ど
で
津
軽
民
謡
を
歌
い
、
 

ま
た
三
味
線
で
演
奏
し
続
け
る
と
と

も
に
、
民
謡
愛
好
団
体
「
藻
川
民
謡

む
つ
み
会
」
会
長
と
し
て
老
人
ホ
ー
 

ム
な
ど
施
設
を
慰
問
し
て
施
設
入
所

者
に
民
謡
、
三
味
線
、
手
踊
り
を
披

露
す
る
な
ど
津
軽
民
謡
の
普
及
に
努

め
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
 

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
、
昨
年
九
月
に
発
足
し
た
五
所
川
原

中
心
市
街
地
再
活
性
化
検
討
委
員
会

（
工

藤
睦
男
委
員
長
）
が
、
八
回
に
及
ぶ
検
討

を
ま
と
め
た
中
間
報
告
を
成
田
市
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
緊
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
短
期
的
方
策
と
し
て
、
 

・

イ
ト
ー
ョ
ー
カ
堂
マ
ル
キ
、
キ
ノ
シ
タ

等
の
一
角
を
含
む
大
型
駐
車
場
の
必
要

性
と
既
存
駐
車
場
の
P
R
 

・

立
侵
武
多
に
よ
る
観
光
客
誘
致
及
び
立

侯
武
多
の
館
」
の
建
設
 

・

鶴
谷
稲
荷
の
整
備
 

等
が
提
言
さ
れ
、
成
田
市
長
は
 
「街
の
顔

で
あ
る
中
心
商
店
街
の
振
興
は
急
務
で
あ

り
、
提
言
を
尊
重
し
な
が
ら
、
財
政
事
情

等
を
考
慮
し
取
り
組
み
た
い
」
 
と
述べ
ま

し
た
。
 

最
終
答
申
は
今
年
度
中
に
ま
と
ま
る
予

定
で
す
。
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商
業
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
ター
設
置
 

（
西
北
五物
産
品
展
示
即
売
）
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所

（川
村
恒

儀
会
頭
）
が
駅
前
地
区
に
建
設
し
て

い
た
五
所
川
原
商
工
会
館
が
完
成
し
、
 

三
旦
1
1十
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
五

階
建
て
、
建
築
面
積
は
千
四
十
五
平

方
屑
、
延
べ
床
面
積
は
四
千
百
七
十

平
方
H
。
総
事
業
費
は
十
億
四
千
五
 

百
万
円
。
 

一
階
で
は
西
北
五
地
区
の
観
光
資

源
の
P
R
や
特
産
品
を
販
売
す
る
商

業
観
光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
観
光
客
を
迎
え
ま
す
。
 

二
階
に
は
多
目
的
ホ
ト
ル
、
研
修

室
、
市
民
サ
ロ
ン
、
三

・
四
階
は
テ

ナ
ン
ト
で
五
階
が
商
工
会
議
所
事
務

室
と
な
り
ま
す
。
 

玄関に入ると吹き抜けがあり広い空間を作っています 

ま
た
、
乗
客
ら
は
隣
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
商
工
会
館
の
商
業
観

光
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
い
ろ
い
ろ

な
西
北
五
の
物
産
品
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。
 

3 平成10年 4 月15日 

弘O)ほう読い轟島 
適議観光ザ、ゴ 

日
本
で
初
の
試
み
 

一
 

「駅
構
内
で
金
山
焼
陶
芸
体
験
教
室
」
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四
月
一
日
か
ら
J
R
の
リ
ゾ
ー
ト
列
車
「
し
ら
か
み
」
 
の

新
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
囲
津
軽
金
山
焼
（代
表
取
締
役
松
宮

俊

洋
）
の
陶
芸体
験
教
室
が
J
R
五
所
川
原
駅
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
列
車
が
弘
前
ま
で
U
タ
ー
ン
す
る
間
の
九
十
分
間
を
使

っ
た
も
の
で
、
観
光
客
ら
は
日
本
で
初
め
て
の
駅
構
内
で
の

教
室
に
参
加
し
、
思
い
思
い
の
焼
き
物
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
 

参
加
費
は
材
料
費
込
み
で
千
六
百
二
十
円
、
乗
客
者
以
外

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 （
作
品
は
、津
軽
金
山
焼
が
乾
燥

・

焼
成
し
ニ
カ
月
以
内
に
郵
送
し
ま
す
）
 

同
教
室
は
し
ら
か
み
の
運
行
期
間
中
午
後
二
時
か
ら
四
時

ま
で
毎
日
行
わ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
は
五
能
線
五
所
川
原
営
業
所
 

容
三
五
ー
五
八
九
七
へ
 

秋田の会社員石塚友寛さん（47）は「粘土に触った

のは小学校以来で、大変懐かしい感触です。出来上

がりが楽しみです」と話していました。 



今
年
も
四
月
六
日
か
ら
＋
五
日
に
か
け

て
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

(
 

四
月
六
日
に
は
、
市
中
央
公
民
館
で
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
市
民
総
決
起
大
会
J
 

が
行
わ
れ
、
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
長

で
も
あ
る
成
田
市
長
が
 
「今
日
を
契
機
に
、
 

事
故
撲
滅
の
た
め
一
層
の
協
力
と
、
市
民

運
動
の
更
な
る
盛
り
上
が
り
を
期
待
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ま
つ
し
ま
団
地
保
育
園
の
園
児

が
 
「道
路
で
は
、
絶
対
遊
び
ま
せ
ん
。
道

路
を
わ
た
る
と
き
は
、
右
を
見
て
、
左
を

見
て
か
ら
わ
た
り
ま
す
」
 
と
、元
気
に
大
 

会
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

四
月
七
日
に
は
、
黄
色
安
全
帽
贈
呈
式

が
栄
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

市
内
小
学
校
に
入
学
し
た
新
一
年
生
、
五

百
十
五
名
に
対
し
て
黄
色
安
全
帽
と
反
射

材
が
市
か
ら
、
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
が
株
式

会
社
富
士
銀
行
、
安
田
火
災
海
上
保
険
株

式
会
社
、
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
、
安

田
信
託
銀
行
株
式
会
社
か
ら
贈
ら
れ
た
の

に
際
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

安
全
帽
、
ワ
ッ
ペ
ン
を
贈
ら
れ
た
児
童

の
代
表
は
「
行
き
帰
り
の
車
に
は
気
を
付

け
ま
す
」
 
と
父
母
の
前
で誓
っ
て
い
ま
し

た
。
 

哀
し

，い
犠
牲
驚馨
く
ず
だ
め
ー
ミー

 

輪
禍
撲
滅
を

推
進
し

て
い
き
ま
す

（
・
 

二
」
年
成十
年

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

津軽平野の中心五所川原で 

良き友、良き教官と出会ってください 

青森職業能力開発 
短期大学校入学式 

4 月 3 日、青森職業能力開発短期大学校 

（斎藤好民校長）の入学式が行われ、技術

者として知識を学ぼうとする 130 名が父母

らの見守る中、学生生活の一歩を踏み出し

ました。 

入学者の出身土也域は県内各け也はもとより、 

県外は北海道から宮城県に及び、大学校が 

， これまで優秀な人材を社会に輩出してきた

ことと、学生が不況下の中技休了を身につけ

たいという‘思いが一致したことがうかがわ

れます。 

式では粛藤校長から「時に絶望に見舞われ

るかもしれないが、迷わず勉強してくださ

い。 努力はかならず、報われます」 と入学生

に歓迎と激励の言葉が贈られていました。 

かな人格形成を目指します」と宣誓した 

情報技術科の浜谷久美子さん 

機構改革により 
窓口業務が一部変更になりました。 

市て叫よ市民の皆様により分、かりやすく、 ま

た効率的な業務形態とするため機構改革を行

いました。 これにイ半い、 2 階窓口では親切11ナ 

ービス課が廃止され、 その業務は次の課へ移

行されます。 

〇市民課 市民係 内線 220・221 
従来の市民係としての業務の他、庁内の案

内業務、市民の相談窓口としての業務が移行

されました。 

〔相談窓ロのこご案内〕 

※本目言炎は●刻斗で・、イ固ノ、の秘密は厳守します。 

開 設 日 時 場 	所 

交通事故相談 第 2・4 火曜日 
10:00----15:00 

i市 	民 	課 

（市長鉢目談室） 
ノ、、権 木目 談 毎週金曜日 

10:00--15:00 

行 政 木目 言炎 第 2・4 木曜日 
10:00- 15:00 

〇環境対策課 安全係 内線 206 
交通安全運動の推進と防犯対策に関する業

務を行うとともに、青森県交通災害共済組合

に関する窓口業務も行います。 

〇商工観光課 商工労務係 内線 380 
移行業務として出稼ぎ手帳の交付等の出稼

ぎ者支援業務があり、 その他商工業及び中小

企業の振興・育成に関する業務も行います。 

〇生涯学習課 青少年係 内線 555 
青少年対策業務を行います。 

（この他、機構改革により課名等が変更にな

ったものについては、広報 5 月 1 日号でトー 

括掲載いたします。） 
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おはようジョギング 
「コース走り初め会」・ 

歩こう会」 
市民の健康・体力の維持増

進を図るため、いつで主）、だ
れでも運動できるジョギング
コースを開設いたします。 

また、「歩こう会」も開催い
たします。すがすがしい朝に
散歩してみませんか。ご家族、 
友達、お誘い合らせのうえご
参加＜ださい。 
レ日 時 平成10年 4 月29日 

（祝日） 6:30 
>集合場所 ジョキ’ング広場 
（市役1折裏） 

レコース 2,000rn 
ン月艮 装 ジョギ、ンク叱1）で’き
る服装（運動ぐっ） 

※参加者には記念「昼1をさしあ
げます。 

ン問い合わせ 
市教育委員会スポーツ健康
課 内線570 

曾
意

の
花
か
④
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ぎ
い
ま
す
 

〇
株
式
会
社
主
婦
の
店
（
島
谷
絹
子
代
表
取
締
役
）

廿
七
千
九
百
五
十
円
。
 

〇
滝
栄
会

（
大
邑滝
雄
代
表
）
廿
四
万
二
十
八
円
。
 

〇
五
所
川
原
囲
碁
将
棋
セ
ン
タ

ー

（木
村
昭
七
会
長
）
廿
二
万
三
千
円
。
 

＠
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
高
満
タ
力
さ
ん

（川
端
町
九
こ
 
廿
寄
贈
（
ウ
イ
ン
ド
ー
本
箱
）
。
 

〇
松
葉
会
（
長
尾
巴
恵
代
表
）
廿
慰
問
（
会
員
六
名
に
よ
る
琴
演
奏
）
。
 

〇
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
ラ
ン
垂
石
恵
江
子
さ
ん
（
本
町
一
六
）
 

廿
寄
贈
（
造
花
八
十
七
本
）
。
 

〇
五
所
川
原
甚
句
保
存
会

一
行
（
千葉
勝
慶
代
表
）

廿
慰
問
（
歌
と
踊
り
）
 

寄
贈
（
ジ
ュ

ー
ス
百
二
十
本
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
体
育
協
会
体
育
振
興
基
金
へ
 

〇
五
所
川
原
市
体
育
振
興
協
力
会

（工
藤
常
四
郎
代
表
）
廿
十
万
円
。
 

〇
工
藤
専
次
さ
ん

（み
ど
り
町
三
丁
目
七
）
廿
三
万
円
。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
江
良
産
業
株
式
会
社
（
江
良
力
代
表
取
締
役
）
廿
寄
贈
（
五
四
中
学
校
生
徒
 

図
書
購
入
費
と
し
て
）
四
十
万
円
。
 

〇
東
北
ア
サ
ノ
運
輸
株
式
会
社
入
江
良
力
代
表
取
締
役
）
廿
寄
贈
（
五
四
中
学
 

校
生
徒
教
育
資
料
ビ
デ
ォ
購
入
費
と
し
て
）
二
十
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
学
校
薬
剤
師
会
（
葛
西
昭
雄
会
長
）
廿
寄
贈
（
パ
ソ
コ
ン
ー
台
）
。
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さ
か
り
や
ま
デ
イ
 

サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

市
か
ら
「
車
い
す
用
 

リ
フ
ト
車
」
引
き
渡
し
 

四
月
二
日
、
市
役
所
で
市
か
ら
青

山
荘

（島
村
吉
三
久
園
長
）
へ
「
車

い
す
用
リ
フ
ト
車
」
を
引
き
渡
し
ま

し
た
。
 

「」
れは
、
四
月
一
日
か
ら
青
山
荘

で
開
始
し
た
E
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（痴

呆
性
老
人
向
け
毎
日
デ
イ
サ
ー
ビス
）
 

に
市
で
支
援
す
る
た
め
で
、
島
村
園

長
は
「
積
極
的
に
活
用
し
在
宅
老
人

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

三
月
二
十
七
日
、
市
中
央
公
民
館

で
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（成

田
誠

一
会
長
）
か
ら
ろ
う
あ
協
会
（
村

田
正
光
会
長
）
ヘ
テ
ン
ト
ー
式
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
中
央
小

学
校
e
 
F言
葉
と
聞
こ
え
の
教
室
」
 

へ
十
二
年
間
に
わ
た
っ
て
教
材
を
寄

贈
し
視
覚
障
害
者
へ
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
ろ
う
あ
協
会
に

も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
組
み
立
て
式

の
テ
ン
ト
ー
式
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

村
田
会
長
は
、
 「
ハ
イ
キ
ン
グ
や

野
外
の
手
話
サ
ー
ク
ル
で
の
イ
べ
、
ノ

ト
な
ど
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
テ
ン
ト
を
組
み
立
て
な
が
ら
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
 

今
年
も
美
術
館
建
設
 

促
進
期
成
会
へ
 

百
万
円
寄
付
さ
れ
る
 

東
京
都
世
田
谷
区
在
中

山
田
春
雄
さ
ん
⑩
 

美
術
館
建
設
の
促
進
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
平
成
七
年
か
ら
毎
年
百
万

円
寄
贈
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
 

そ
の
方
は
、
市
内
一
野
坪
出
身
の

山
田
春
雄
さ
ん
で
、
昭
和
四
十
年
に

上
京
し
美
術
関
係
に
詳
し
い
こ
と
か

ら
株
式
会
社
宝
古
堂
美
術
を
創
立
。
 

美
術
活
動
は
も
と
よ
り
経
済
活
動
な

ど
東
京
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
今
回
の

寄
贈
で
合
計
四
百
万
円
に
な
り
ま
克

山
田
さ
ん
は

「
故
郷
に美
術
館
建
設

の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
少
し

で
も
役
立
て
て
ほ
し
く
て
」
 
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
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鷲
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臓
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麟
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灘
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灘
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麟
「
」
」
「
鰯
麟
響
 

麟
麟
難
難
難
嚢
鵜
麟
灘
鷲
 

私
が
、
五
所
川
原
市
史
編
纂
の
依

頼
を
受
け
た
の
は
、
平
成
二
年

（
一

九
九
〇
）
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

れ
か
ら
足
か
け
九
年
を
経
過
し
て
、
 

こ
こ
に
通
史
編
1
と
2
を
刊
行
で
き

た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

る
。
ま
た
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
 

通
史
編
二
巻
、
文
化
財
編
一
巻
、
史

料
編
五
巻
、
あ
わ
せ
て
全
八
冊
を
世

に
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
う
。
 

市
史
編
纂
の
出
発
に
当
た
っ
て
、
 

監
修
と
編
集
の
重
責
を
担
っ
た
私
は
、
 

委
嘱
し
た
編
集
委
員
の
方
々
へ
、
編

纂
に
取
り
組
む
姿
勢
と
し
て
、
市
民

の
目
線
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
市
民
の
大
切
な
史

料
の
保
存
に
も
充
分
に
意
を
用
い
る

こ
と
、
自
然
環
境
と
人
々
の
暮
ら
し

と
の
関
連
に
も
目
配
り
を
怠
ら
な
い

こ
と
を
、
特
に
要
望
し
た
。
部
会
長

を
は
じ
め
各
編
集
委
員
は
私
の
意
図

を
良
く
汲
み
取
り
、
期
待
に
違
わ
な

い
め
ざ
ま
し
い
活
躍
を
し
て
く
れ
た
。
 

精
力
的
な
調
査
活
動
の
結
果
、
新
史

料
の
発
見
が
相
次
ぎ
、
近
世
、
近
現

代
の
分
野
で
は
、
当
初
予
定
し
て
い
 

鷺
織
麟
難
灘
麟
麟
難
麟

購
 

た
巻
数
で
は
と
う
て
い
こ
れ
ら
の
史

料
を
収
録
し
き
れ
な
く
な
り
、
新
た

に
巻
数
を
二
冊
増
や
す
こ
と
に
な
っ

た
。
我
々
の
要
請
に
対
し
て
、
市
当

局
も
内
容
が
充
実
し
市
民
の
誇
り
う

る
市
史
に
な
る
の
な
ら
と
、
快
く
応

じ
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
他
の
自

治
体
史
で
は
異
例
と
も
思
え
る
ご
配

慮
を
い
た
だ
き
、
ま
た
我
々
の
活
動

に
も
多
く
の
市
民
か
ら
広
範
な
ご
支

援
を
項
戴
し
た
。
 

編
纂
の
過
程
に
あ
っ
て
は
、
フ
ォ
 

ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

て
、
調
査
・
研
究
の
成
果
を
市
民
へ

還
元
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
た
。
ま

た
「
市
史
編
纂
だ
よ
り
」
で
は
、
定

期
的
に
新
史
料
の
紹
介
を
心
が
け
て
、
 

"
"?
 

市
史
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
った
。
 

ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
お
分
か
り
の

よ
う
に
、
本
市
史
に
は
新
し
い
研
究

成
果
や
発
掘
の
成
果
を
可
能
な
限
り

盛
り
込
み
、
な
か
で
も
近
現
代
に
関

し
て
は
、
通
史
編
で
内
容
の
充
実
を

図
っ
た
。
こ
こ
に
市
史
の
編
纂
を
終

え
る
に
あ
た
っ
て
、
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
史
料
の
所
蔵
者
各
位
並
び

に
各
機
関
、
長
期
に
わ
た
る
市
史
の

編
纂
に
あ
た
っ
て
私
た
ち
を
懸
命
に

支
え
て
く
れ
た
市
史
編
纂
室
の
ス
タ

ッ
フ
の
方
々
、
と
り
わ
け
、
市
史
の

編
纂
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
五

所
川
原
市
民
の
皆
様
に
は
衷
心
よ
り

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
 

三
月
二
十
三
日
ホ
テ
ル
・
サ
ン
ル
 

ー
ト
に
お
い
て
 
「五
所
川
原
市
史
全

巻
刊
行
記
念
懇
談
会
J
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

平
成
二
年
よ
り
編
纂
事
業
が
は
じ

ま
り
、
足
掛
け
八
年
の
長
期
に
わ
た

る
編
纂
期
間
を
経
て
、
史
料
編
五
巻
、
 

文
化
財
編
一
巻
、
そ
し
て
今
回
発
刊

さ
れ
ま
す
「
通
史
編
1
と
2
」
 
の
全

八
巻
が
完
成
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
 

開
会
に
当
り
成
田
市
長
よ
り
 
「一
一
 

⑥
通
史
編
1

（
原
始
ー
近
世
）
 

五
、〇
〇
〇
円
 

原
始

・
古
代
か
ら
明
治
四
年
ま
で

の
歴
史
が
分
か
り
や
す
い
文
章
で
語

ら
れ
、
親
し
み
や
す
い
歴
史
書
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

主
要
な
遺
跡
を
通
し
原
始

・
古
代
 

・

中
世
の
概
要
を
説
明
し
、
ま
た
、
 

新
田
開
発
に
従
事
し
、
こ
の
五
所
川

原
を
切
り
開
い
た
先
人
の
足
跡
が
詳

細
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

⑥
通
史
編
2

（
近
代
ー
現代
）
 

五
、〇
〇
〇
円
 

明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
か
ら
現
在
 
 

度
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
貴
重
な
史
料

が
消
失
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
犬

多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
貴
重

な
写
真
や
記
録
を
提
供
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
 
とい
う
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
編
纂
委
員
、
編
集
委
員
、
 

編
集
協
力
者
よ
り
市
史
編
纂
時
の
苦

労
話
や
こ
れ
か
ら
の
五
所
川
原
市
の

未
来
に
つ
い
て
歓
談
さ
れ
、
市
史
編

纂
事
業
が
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
 

に
至
る
時
代
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
明

治
、
大
正
、
昭
和
と
激
し
く
揺
れ
動

い
た
時
代
を
克
服
し
、
 一
農
村
か
ら

西
北
地
方
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し

た
五
所
川
原
の
歴
史
が
、
ま
さ
に
興

味
つ
き
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

●

販
売
時
期
 

五
月
上
旬
 

●

購
入
方
法
 

五
所
川
原
市
内
各
書
店
ま
た
は
 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

●

問
い
合
わ
せ
先
 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
 

（
内線
五
五
五
）
 

織
麟
鰯
》
灘
灘
瀞
 

4加
蹄
冒
いJ尋
奪
 

難
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難
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、露
隣
編
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隷
な
 

競
鷺
翻
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鷺
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鷺
響
 

五
所
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原
市
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通
史
編
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と

2
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概
要
 

《
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バドミントンサークル・レモンズ 
会員募集 

みんなで健康的な汗を流して 

スポーツを楽しみましょう。 

年齢は間いません（初心者大歓迎） 

と き 毎週火・金曜日 1O:OO--14:OO 

ところ 日立体育館（漆川） 

会 費 月額 1,500円 

問い合わせ TEL 35-0658 桜庭 

ピンポンやりませんか！ 
― 	 五所川原卓球愛好会 

初めての方、若い人から70代の方がさわや 

かな汗を流し、晴れやかな笑顔で卓球を楽し 

んでいます。 

と き 毎週火・木曜日 9:00---12:OQ 

ところ サブ体育館（火）・市民体育館（木） 

会 費 月額 700円 
サカリ 

問い合わせ TEL 35-8292 （栄利） 

気功太極拳サークルメンバー 
	  体験希望者募集 

太極拳は、 中国古来の呼吸法にのっとった

年齢、性別に関係なくできる武術運動です。 

と き 毎週土曜日または日曜日 月3回 

13:OO-15:OO 

・ミぐ三 4 月は 19 日（日）、 26 日（日）です。 

ところ コミュニティーセンター栄 

間い合わせ T E L 0177- 2 8 一 4694（石岡） 

＜ん ぶう 

薫風津軽平野ウオーク 
と き 5 月】0 日（日） 8:3 0- 

集合場所 ジョギングコース （市役所裏） 

ル ー ト 五所川原大橋→桑野木田農道→サ 

イ クリ ングロー ド小公園→折り返 

し返る （解散）約 l0キロ 

参加 費 無米斗 

服 装 少し大きめの靴・手袋・汗拭き 

飲み物、 おやつ適当に。 

注意事項 ・障害保険はありません 

・小学生は保護者同科三 

・例会を兼ねる （団体歩行） 

主 催 五所川原歩け歩けの会 

間い合わせ TEL35-1 666 （藤本） 

おやこであ％ぼ護欝灘 
ともだちもとめて
このゆびとまれク 

おうちにいないでてトておいで 

ともだちいっぱいママもストレス解消 

と 	き と 	こ 	ろ 

4月17日（金） 
コ ミュニ一テイ ーセンター栄 

5月15日（金） 

5月27日（羽 市 イ動 く 	婦 メ、 の 家 

日寺 間 各日 1 Q:QQ-1 2:00 
内 容 リズム体操、紙芝居、工作等親子でト 

楽しめる内容が盛りだく さん。 

参加費 親子で’500円 

（保険、おやつ、材＊斗費含む） 

準備するもの お・しぼり、 お茶用カップ、 お 

1111、ハサミ、動きやすい服装 

〔絵本の会こ案内〕 

毎月 1 回絵本を持ち寄って読んだり、 その 

本について話し合う “絵本が大好き” なメ、が 

集まる楽しい会です。 

と き 4 月 22 日（水） 1 Q:QQ-- 

ところ 市働く婦人の家 

申し込み・お間い合わせは 

五所川原お・やこ劇場事務局 T E L 34-2170 

ポプラテニスクラブ 
早朝テニスノ＼どうぞノ 

と き 6:00---8:00 (10月31日まてる） 

ところ 菊ケ丘運動公園 市営テニスコート 

会 費 年間 2,000円 

用 具 イ固人でト準イi請してーください 

申し込み 市営コートにて随日寺受イ寸 

問い合わせ TEL 34 一 2847 （長尾） 

第7回春の山野草展 

と き 5 月 9 日（土） 9:O0--17:OO 

5 月10日（日） 9:0O- 16:OO 

ところ 北地方教育会館2F 

主 催 五所川原山野草愛好会 

間い合わせ TEL 3 5 一 6980 （蒔苗） 
× 

 

	ノ 
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と 	き 5 月 3 日（日） 9:30~12:00 
※受付開始 9:30-1O:oo 

と こ ろ 菊ケ丘運動公園（市民体育館前） 

※雨天の場合は、市民体育館で斤テいますら 

内 容 ゲーム （全員参加、景品多数あり） 

参加賞（先着500名まで） 

参加対象 児童（参加費無3fE4) 

申し込み 当日会場にて受付します。 

主 催 五所川原市子ども会育成団体連合 

会、青森県、五所川原市 

間い合わせ 

権科止事務所 生活福祉課 児童家庭係 内線548 

と 	き 5 月 3 日（日） 9:30-12:OO 

子どもの日推進大会 
	 楽しい子どもの集い 

今年も、楽しい子一どもの集いを開催します。 

「生まれたねノ ちいさな君と 大きな未来」 

が今年度の児童福祉週間の標語です。 

青空の下、たく さんの仲間となかよく楽し

く遊びましょう。 

押響撃ぐ 

罷雪 
1詞柳~ 

て 7 
誕雲 

今年製作畿7予定の 
立倭武多 

立仮武多の表乍に参加レよ んii'! 
~ ーー、 

くらしと趣味の教室 
受講生募集 ー― 

と 	き 	5 月 12 日（火)~ 7 月 17 日（釘まて二 

全10回（毎週1回）18:30-20:30 

募集内容 

曜 日 教室の種類 定 員 回 数 

火 

陶 芸 
各
教
室
と
も
定
員
1
1
5
名
 

各
教
室
と
も
回
数
1
1
0
l
B
 

 

茶 道 

は が き 絵 

水 社 交 ダ ン ス 

木 

着 付 け 

筆 ペ ン 字 

い け ば な 

金 
組 ひ も 

手 芸 

※陶芸、筆ペン字等は人気がありますので早

めに申し込んで’ください。 

対 象 市内に住所を有する、又は勤務され

ている市既ね15歳～30歳ぐらいの男女

受 講 料 無料（ただし、教材費は本人負担） 

申込締切 5 月 9 日仕） 12:00まて、 

ただし、各教室とも先着順で定員 

になり次第締め切らせていただきます。 

※このほか、各種サークル会員も随時募集し

ています。 詳細は勤労青少年ホームまで。 

申し込み・問い合わせ 

勤労青少年ホーム TEL 34-3602 

このコーナーでは、五所川原の新しい顔 「立

戸 侵武多」 の製作杉じ兄を紹介していきます。 

平成 8年 7 月、有志によって80年ぶりに復元

された立侵武多は全国的にも反響を呼び、県内

外からの注目を集めました。 

そして今年 7 月、青森県は 「文化観光立県」 

を宣言し、本県が21世紀に向け新たなスタート

を切ったことを内外に強く印象づけるため12月 

4 日から 6 日まで、東京ドームにおいて 「活彩

あおもりウィーク」 を開催し、 そのイベン トの

目玉として、立侵武多が展示されます。 

またこれに先駆け、 8 月には立倭武多を駅前

からロータリーまで運行することとなりました。 

現在、旧市民文化会館において製作が開始さ

れ、東京までの運搬を考慮した従来と異なる分

割組立等の方法で製作しています0 そこで 「立

侵武多をつく る会」 では紙張りや骨組み等市民  

〇製作日程 

4月下旬～ 紙張 り 

7月上旬～ 書割 り 

色イ寸 lナ 
7月中旬～ 

完 	I戊 

7月20日 t項 ノ」、屋掛け 

の皆様の参加をお願いしたいと思っております。 

あなたの力で、立侯武多を東京ドームに出陣 

させ、熱い感動を一緒に体感しましょう。 

〇製作場所 旧市民会館大ホール 

（岩木町12番地） 

〇毒新乍時間 19:00~22:00 
〇申し込み・問い合わせ商工観光課 

TEL 35-2 1ll 内線391・392（三上・丹代） 

平成10年 4 月15日 8 
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今月の立侯武多其ノ壱 
東京ドーム出陣まであと233日 



発掘調査作業員募集 

雇用期間 5 月 11日（月）~8月 7 日（劃 

（土、 日、祝日は休み） 

募集人員 35名 （男 5名、女 30名） 

日額賃金 6,200円（半日の場合は半額） 

勤務内容 持子沢地区 8:15-17:00までト 

雇用資格 満18歳から60歳までトで、発掘調査 

のできる健康な方。 

そーの 他 

1 ）作業の服装（軍手、長靴、合羽等）、昼 

食、飲み水等は各自で用意してください。 

2 ）通勤は、バスを使います。 

3）労災保険と雇用保険の適用があります。 

社会保険はありません。 

4 ）雇用の採否は後日通知します。詳細は、 

説明会て暗兇明します。 

発掘主体 市教育委員会 

申込期間 4 月 20日～22 日まて冬 

申し込み・間い合わせ 

市教育委員会 生涯学習課 内線 555 

働＜婦人の家 

生活講座受講生募集 

講座名 実施期間 実施時間 焚費 講師名 

挑てれ料理教室 4/22(7}) 1O:OO-12:30 24 竹林 恵子 

』
丸
教
 
功
 
大
 
極

劉
室
  

5/1-7/3 
毎週金曜日 

13:30-15:30 20 石岡るり子 

華道教室 
（遠州流） 

5/12-7/14 
毎週火曜日 

18:30-20:30 20 鈴木はっえ 

童謡を歌う 
教 	室 

5/12-7/7 
毎週火曜日 

18:30-20:30 50 花田 隆一 

◆受講料…無料。ただし実費負担 
◆申し込み締め切り…講座開始日 3 日前まで・ 
◆申し込み・間い合わせ先…市働く婦人の家 

TEL 35-8898 FAX 35-8953 

身も心もさつぱりする健康相談 
内 容…心の相談、病気の相談、血圧相談等保健 

婦が相談に応じます。 
持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月 日 開催時間 
コ ミュニテイ
センター梅沢 5 月 1 日（劃 

10 :30 - 
12 :00 

コミュニテイ 
センター七和 5 月 6 日困 

11 :00 - 
13 :00 

しきしまコミュニテイ 
センター 5 月 7 日困 

13 : 00 - 
15 :00 

福井 
保健協力員宅 5 月 8日圏 

13 :00 - 
14 :00 

問い合わせ はつらつ女性課 内線 234  

自衛隊幹部候補生（ー般ノ技術） 
	 受験者募集 

受付期間 5 月 15日（劃まてふ 

」応募資格 22歳以上26歳未満で大学卒業程度 

の学力を有する者。 

（大学院修士課程修了者は28歳未満） 

試 験 

1 次：6 月 6 日（土）・ 7 日（日） 

※ 7 日は飛行要員のみ 

2 次： 7 月 7 日（火）-9日（木）の間の 1 日 

間い合わせ 市民課 内線 220 又は 

自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所 

（市内栄町34-6 T E L 35-2305) 

手話講習会受講者募集 
	 五所川原ろうあ協会 

聴覚障害者の福祉に理解と熱意を有し、手

話通訳者及びろうあ者との交漏iを希望する方

や、手話が解らない難聴及び中途失聴の聴覚

障害者で手話を学ぶことを希望する方を対象

とします。 

内 容 ①手話実技（初級・中級コース） 

（②）ミニ講マ寅（「ろうあ者の生活」等） 

と き 5 月 13日～ 7 月22 日 

毎週火曜日 18:30-20:OO 

と こ ろ 市中央公民館 

受 講 料 無恥ト（イ旦し、テキスト代735円） 

間い合わせ TEL・FAX 35-6904（一戸） 

平成10年度 

日系社会青年ボランティア募集 

募集期間 4 月 15 日（水）~5月31日（日） 
	
、 

募集人員 50名 

i辰遣期間 2 年間 

派う貴 先 ァルゼンチン・ボリビア・ブラジ 

ル・ ドミニカ共和国・メキシコ・ 

チリ・パラグトアイ各国の日系団体等

りi（遣形態 公用旅券・単身赴任 

資 格 平成10年4月1日現在、満20歳以上 

39歳以下の日本国籍を有する者

選考 〈第 1 次選考〉 7 月 5 日（日）〔予定〕 

筆記試験（語学・専門知識）・i査性検査 

〈第 2次選考〉 8月19日困----21日（金） 

のいずれか 1 日 〔予定〕 

面接試験（人物1・専門技術）・健康診断

最終合格発表 9 月 8 日 〔予定〕 

間い合わせ 

国際協力事業団東北支部 日系青V 担当 

T E L 022-223-4772・ 022-223-5151 

, 

9 平成10年 4 月15日 



材 料（5人分） 

さつまいも 

にんじん 

りんご 

小麦粉 

ベーキングパウダー 

牛乳 

卵 

梅干し 

マーガリン 

1 OOg 
20g 

1/2ケ 
1 00g 

小さじ1 
70cc 
1ケ 

2-3ケ 

209 

石25 
テーマ】 

こんなおやつは

三ノ＼ルシーです．ノ 

五所川原市食生活改善推進員会 

梅の香りがさわやか

なお菓子を紹介。 

野菜も入っていて、 

甘さをひかえているの

で、子供からお年寄り

までおすすめです。 

作り方 

①牛乳につぶした梅干しを加え、弱火でとか 

し、火を止め、マーガリンを加える。 

②りんごはいちょう切りにし、にんじん、さ 

つまいもはさいの目にする。 

③卵は＋分に泡立てて、牛乳、ふるった小麦 

粉（パウダーを混ぜる）、りんご、にんじん、 

さつまいもをさっくりと混ぜる。 

④油をうすく塗った型に入れ、強火で30分、 

蒸す。 

\ 

救急医療当番医 

彫日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

如
  

口
口
 

佐藤仁外科胃腸科 五所川原市字田町120 35-6311 

卿
  

口
口
 

川崎胃腸科内科医院 五所川原市字敷島町56-1 34-3330 

卿
  

水
「
「
 

 

中村整形外科病院 五所川原市字一ッ谷160 34-3315 

※I主 1．対1志時間 （電言舌て妬雀認してから）9:00~ 
17:000 

2．その刊身肖防署 「救急病院紹介＝34-4999J 
で’紹介します。 

す く す く 健診 

はつらつ女性課内線234・236 

◆と こ ろ】市働く婦人の家イ呆健センターー 

（新町バス停前） 

◆受付時間：12:30~12:45 
※ 3 歳児健診のみは12:15-12:30 

◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 

対 象 児 期 	日 

力
 
月
 

 
4健
 
児
診
 

平成 9 年 
12月生まれ 

5 月12日 

（火） 

1歳6ケ月児 

健 	診 

平成 8 年 
11月生まれ 

5 月26日 

（火） 

3 歳 児 
健 	診 

平成 7 年 
1月生まれ 

5 月21日 

（木） 

※お願い 
4 ケ月健診では、神経芽細胞腫検査セットを配

布しますので、来れなかった方は母子健康手帳

を持参のうえ、はつらつ女性課窓口にもらいに

きてください。 

すこやか発達相談 
◆ところ】市働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

開設日 時 	間 内 	容 

10 : 00- 
5 月 6 日 12 : 00 ・各月齢での成長、 

母と子の （水） 13 : 00- 
15 : 00 

発達、育児、遊び、 

相談 日 5 月20日 5/20の午後 栄養（離乳食等） 

（水） は予約が必 相談 
要です。 

※予約相談は随時、電話で受け付けています。 

保護者の方ノ＼ 予防接種、乳幼児健診、「母と子の
相談日」 の日程については、この他に年間予定が

一覧できるチラシをはつらつ女性課窓口、保健セ

ンター、各支所にて配布しております。 

また、 4 月より出生届出時にも配布しておりま

すので、ぜひご利用ください。 

献 血 の こ 案 内 

期 日 時 	間 場 	所 

4月24日園 
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で
 

高野文化センター前 

ハU
0
 

 

3
5
 
0

3
 

かま
 
ら
で
 

ごしよがわら市農協
七和支店倉庫前 

※協賛 七和地区婦人会 
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